
（１）平成２８年１１月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１５号）

〈発行所〉
公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター

〒904-2155 沖縄市美原 3丁目 1番1号

電話番号（098）929-1361
http://www.okinawasisi.com
10月末現在の会員数627人
（男性360人・女性267人）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる 共 助 お互いに助け合う

共 働 一緒になって働き

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

延

べ

１
１
６
人

普

及

・

啓

発

促

進

月

間

10月はセンター事業の趣旨や意義を広く地域社会にアピールする普及啓発促進月

間。当センターでは月間中、独自の取組みとして「シルバーの日」の中央パークア

ベニュー周辺の清掃、南桃原自治会の全面協力を得て「土作りと草花植付け講座」

の開設、独居高齢者宅の草刈・清掃活動、市役所ロビーでの「普及・啓発フェア」

を実施するなどの普及活動を行った。月間中の延べ参加者数は１１６人。

また、連合主催の「会員経験交流大会」や「第33回沖縄市福祉まつり」にも積極

的に参加した。（2・3面に詳細）



二

（３）平成２８年１１月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１５号） （第１１５号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２８年１１月５日（２)

セ ン タ ー 事 業 の 趣 旨 や 意 義 を ア ピ ール

中
央
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
通
り
清
掃
に
１
０
８
人

独 居 高 齢 者 宅
清 掃 ・ 草 刈 ボ ラ ン テ ィ ア

「 シ ル バ ー の 日 」
清掃ボランティア

セ

ン

タ

ー

会

員

の

活

躍

を

紹

介

「普及啓発フェア」
市役所１Ｆでパネル展も

土 作 り 草 花 植 付 け 楽 し む
南桃原自治会が全面協力

10
月
15
日
朝
８
時
半
、
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち

や
」
前
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
桑
江
良
哲
理
事

長
ら
会
員
多
数
が
チ
リ
袋
や
清
掃
用
具
を
手

に
集
合
。
普
及
啓
発
月
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
中
央
パ
ー

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
周
辺
の
美
化
作
業
を
今
年
も

行
っ
た
。

総
勢
１
０
８
人
が
約
２
時
間
か
け
て
清
掃
。

す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
通
り
に
浜
比
嘉

進
コ
ザ
商
店
街
連
合
会
長
、
我
喜
屋
盛
永
セ

ン
タ
ー
自
治
会
長
は
「
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
喜
ん
で
い

た
。

普
及
啓
発
月
間
の
一
環
と
し
て
初
め
て
の
「
土
作
り
と
草
花

植
付
け
講
習
会
」
が
10
月
19
日
、
南
桃
原
自
治
会
で
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
当
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
の
又
吉
綱
一
さ
ん
。
地
元

地
域
の
方
々
が
19
人
参
加
、
「
植
物
の
一
生
」
「
植
物
と
土
と

の
関
係
」
「
肥
料
の
大
切
さ
」
「
病
害
虫
の
予
防
」
等
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
講
義
の
あ
と
、
実
際
に
土
作
り
を
体
験
、
鉢
植
え

を
し
た
〝
ベ
コ
ニ
ア
〟
が
参
加
者
に
配
ら
れ
た
。

こ
の
講
座

開
設
に
は
南
桃
原
自
治
会
（
池
宮
隆
会
長
）
の
全
面
協
力
が
あ

り
、
会
場
設
営
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

センター会員の活躍を紹介する「普及啓

発フェア」が10月25～27の3日間、市役所

１Ｆ市民ホ-ルで開催された。初日の午前1

0時から行われた開会セレモニーには約100

人が集い、桑江良哲理事長は「このフェア

を通して市民との交流を深め、センター事

業の役割を市民、地域社会に広くアピール

していきたい」と挨拶した。

相談コーナーでは50

歳代後半の方が訪れ、

就業内容や同好会に

ついて聞き入ってい

た。

福祉・家事班３人が室内清掃―嘉間良 公園草刈班５人が邸内剪定―越来

福
祉
・
家
事
班
３
人
は
10

月
26
日
、
嘉
間
良
の
玉
城
文

さ
ん
宅
居
室
内
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。

玉
城
さ
ん
は
「
本
当
に
あ
り

が
た
い
事
で
す
。
助
か
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
写
真
右
か
ら
）
松
本
紀
子

さ
ん
、
中
石
豊
子
さ
ん
、
玉

城
文
さ
ん
、
大
城
裕
子
さ
ん
。

相談コーナー

２題
（その１） （その２）

公
園
草
刈
班
５
人
は
10
月

27
日
、
越
来
の
仲
本
節
子
さ

ん
宅
で
庭
木
の
剪
定
作
業
を

行
っ
た
。

（
写
真
右
か
ら
）
仲
村
盛
正

さ
ん
、
照
屋
勇
さ
ん
、
喜
屋

武
正
功
さ
ん
、
徳
盛
猛
さ
ん
、

仲
本
太
郎
さ
ん



（第１１５号） 公益社団法人沖縄市シルバー人材センター 平成２８年１１月５日（４)

山
内
中
校
地
区

地区
活動

入

賞

者

優 勝 古波津利弘

準 優 勝 唐眞 辰夫

３ 位 金良 武夫

３ 位 當眞 嗣吉

３ 位 比嘉 務

《 ホールインワン賞 》
島 袋 信 子

美
里
中
校
地
区

北美小学校で下校時安全パトロール実施

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

山
田
浩
地
区
長
、

糸
数
昌
子
さ
ん
、
浦
崎
武
子
さ
ん
、
仲
宗
根

ヤ
エ
子
さ
ん
、
（
後
列
右
か
ら
）
仲
西
ト
キ

さ
ん
、
松
田
朝
勝
さ
ん
、
島
田
時
夫
さ
ん
、

高
良
幸
栄
さ
ん
、
安
和
守
光
北
美
小
学
校
長

美
里
中
校
地
区
（
山
田
浩
地
区
長
）
は
10
月
19
日
、
北
美
小
学
校
（
安
和
守
光
校

長
）
の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
こ
の
日
参
加
し
た
会
員
は
８
人
。

「
最
近
、
管
内
で
の
声
か
け
被
害
や
不
審
者
情
報
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
元
老
人
会

も
危
惧
し
毎
週
月
・
金
の
下
校
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
の
方
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

校舎前の国道交差点でしっかり児童を輪禍から守る会員、校区内のパトロー

ルで不審者から子どもたちを守る会員。それぞれの役割分担で子どもたちを守っ

ています。

古

波

津

利

弘

さ

ん

優

勝

島
袋
信
子
さ
ん
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

山
内
中
校
地
区
（
唐
眞
辰
夫

地
区
長
）
は
10
月
23
日
、
コ
ザ

運
動
公
園
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
た
。
大
会
に
は
12
人
が

参
加
、
古
波
津
利
弘
さ
ん
が
優

勝
、
島
袋
信
子
さ
ん
が
見
事
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
た
。



（５）平成２８年１１月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１５号）

第
８
回

理
事
会

会
員
数
減
少
止
ま
ら
ず

ー

10

月

実

績

ー

管
理
群
班
（
嘉
川
宗
義
班
長
）
は
駐
車
場
整
理
業

務
で
の
サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
し
て
、

今
年
度
第
２
回
目
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

管
理
群
班
で
の
就
業
を
希
望
す
る
会
員
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
の
向
上
目
指
す

管

理

群

班

必

須

「
駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会
」

沖

縄

市

福

祉

ま

つ

り

今

年

も

大

賑

わ

い

手工芸同好会のメンバー（右から）

小橋川勝子さん、伊波かをる会長、

砂川トミ子さん、普久原美津子さん

第
33
回
「
沖
縄
市
福
祉
ま
つ
り
」

（
沖
縄
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
10
月
15
、
16
の
両
日
、
美
里
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
市
共
同
募
金
委
員

会
等
が
共
催
し
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

手
工
芸
同
好
会
（
伊
波
か
を
る
会
長
）

が
会
員
手
づ
く
り
の
小
物
や
カ
バ
ン

等
の
販
売
を
行
っ
た
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー

事
業
の
Ｐ
Ｒ

パ
ネ
ル
、

会
員
募
集

の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
人
気

を
呼
ん
で
い
た
。

第
８
回
理
事
会
が
10
月
21
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

４
人
（
男
性
４
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結
果
10
月

21
日
現
在
の
会
員
数
は
６
２
７
人
（
女
性
２
６
７
人
・

男
性
３
６
０
人
）
と
な
っ
た
。
尚
、
９
月
の
退
会
者

は
３
人
。

平
成
28
年
９
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
６
２

３
人
で
25
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員
３
９

８
人
で
増
減
無
し
、
就
業
延
人
員
４
２
９
２
人
で
２

７
８
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
配
分
金
約
２
０
９
２
万

円
で
約
１
１
９
万
円
の
減
（
▲
５
％
）
、
契
約
金
額

約
２
５
９
４
万
円
で
約
91
万
円
の
減
（
▲
３
％
）
と

な
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

・
日

時
：

11
月
13
日
（
日
）

11
時
集
合

・
場

所
：

美
里
公
園

・
会

費
：

１
、
０
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

・
申

込
：

11
月
９
日
（
水
）
迄

各
班
長
へ

安慶田中校地区

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

・日 時 １１月１６日（水）・１７日（木）

午後３時～５時

（いずれか１日受講）

・場 所 シルバーワークプラザ大会議室

・対象者 管理群班登録会員（必須）及び

管理群班就業希望者

・連絡先 事務局 ９２９－１３６１



（第１１５号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２８年１１月５日（６)

ふるさとのウチナー料理を学ぶ
海外移住者子弟研修生が料理実習

「
沖
縄
市
出
身
の
海
外
移
住
者
子
弟
、
研
修
生
に
郷
土
文
化
や
日
本
の
生
活
・

習
慣
等
の
理
解
促
進
を
図
り
、
市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
中
か
ら
、
移
住
先
国
の

発
展
に
貢
献
し
う
る
人
材
育
成
と
国
際
交
流
、
次
世
代
へ
の
文
化
継
承
、
ウ
チ
ナ
ー

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
の
委
託
事
業
で
３
人

の
研
修
生
が
沖
縄
料
理
に
挑
戦
し
た
。
第
１
回
目
の
実
習
が
９
月
16
日
、
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
調
理
室
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
料
理
実
習
は
11
月
４
日
ま
で
毎
週

金
曜
日
全
６
回
行
わ
れ
る
。

沖
縄
市
役
所
文
化
芸
能
課
の
稲
嶺
麻

子
さ
ん
、
喜
屋
武
米
子
講
師
補
助
、
セ

ン
タ
ー
庶
務
主
任
与
座
由
佳
さ
ん
、
塩

川
初
江
講
師
、
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
参
加
の

知
花
美
樹
さ
ん
、
ペ
ル
ー
か
ら
来
沖
の

ヒ
ガ

ヤ
ギ

サ
ダ
オ

ア
ン
ド
レ
ス
さ

ん
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
セ
シ
リ
ア

ペ
ト
ゥ
ラ
さ
ん
（
写
真
右
か
ら
）

当
日
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
「
へ

ち
ま
カ
レ
ー
」
の
材
料
を
塩
川
初

江
講
師
の
指
導
の
も
と
刻
む
実
習

生
た
ち

へちまカレー、ヒラヤーチー、

ゴーヤージュース、ゴーヤーゼ

リー、お上手にできました。

お食事の準備食 事 介 助

あなたの生活を真心でお手伝いします。
福祉・家事サービスとは・・・

シルバー人材センターが21世紀の高齢社会を支え、

より地域に根ざした存在として、今後も一層発展す

るためには、この福祉・家事援助サービス分野は欠

かせない。

福祉・家事援助サービスは「ボランティア精神を

踏まえた有料サービス」。また、地域における福祉

行政や福祉関連サービス組織・団体の活動を補完す

る役割を担う活動として位置づけられる。

お 掃 除お 洗 濯

明るい話題を供しながら食事を

勧めているのは、訪問介護員研修

課程修了者でホームヘルパーの田

河八重子さん。笑顔が印象的。



（７）平成２８年１１月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１５号）

新

入

会

員

紹

介

10
月
は
４
人
（
男
性
４
人
）
が
新
会
員
と

し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

具
志
堅

馨

（
美
里
中
校
地
区
）

前
原

仁

（
美
里
中
校
地
区
）

比
嘉

英
眞

（
山
内
中
校
地
区
）

田
中

清
隆

（
山
内
中
校
地
区
）

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

・
開
催
日

平
成
28
年
11
月
30
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
11
月
28
日
（
月
）
ま
で
に

事
務
局
（
城
間
）
迄
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

無

事

故

記

録

平
成
28
年
９
月
22
日

～

10
月
25
日
現
在

３４日

主な特徴

◇ 文字が大きく、見やすい

◇ 月別カレンダーにメモ欄

と備忘欄を新設

◇ 体験等記録欄を新設

◇ 便利なポケット付きでカー

ド等が挟み込める

・申込締切日：11月30日

・お値段：320円（税込）

・お申込みは事務局（与座）

２０１７年会員手帳
申込受付中

今
年
度
２
件
目
の
事
故
が
発
生
し
た
。

＊

事
故
内
容:
バ
ッ
ク
運
転
で
、
駐
車
中
の
バ
イ

ク
に
接
触
事
故

＊

発
生
日
時:

平
成
28
年
９
月
21
日
（
水
）

午
後
２
時
頃

＊

発
生
場
所:

泡
瀬
・
県
営
美
東
団
地
内
歩
道

＊

事
故
状
況:

刈
り
草
積
込
み
の
為
バ
ッ
ク
運
行

中
、
低
木
枝
の
近
く
に
駐
車
中
の
バ
イ
ク
に
気
付
か

ず
、
自
車
の
右
後
部
と
バ
イ
ク
の
前
部
と
接
触
し
た

破
損
事
故
と
な
っ
た
。
誘
導
要
員
は
助
手
席
に
同
乗

し
て
お
り
、
十
分
な
安
全
確
保
体
制
が
取
ら
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

＊

事
故
原
因:

本
来

配
置
し
た
誘
導
要
員

が
下
車
し
、
車
輌
の

バ
ッ
ク
進
行
安
全
を

確
保
し
な
が
ら
手
招

き
動
作
で
誘
導
す
べ

き
で
あ
っ
た
が
、
今

回
、
そ
の
慎
重
さ
を

欠
い
た
事
が
事
故
原

因
と
な
っ
た
。

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
見
逃
す
な

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

あ
の
経
験
」

事
故
発
生
翌
日
の
23
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
会
員

研
修
室
で
各
就
業
現
場
リ
ー
ダ
ー
、
車
輌
運
行
担
当

者
及
び
セ
ン
タ
ー
業
務
担
当
者
12
人
に
よ
る
緊
急
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
た
。
事
故

の
反
省
と
検
証

を
行
う
と
共
に
、

誘
導
要
員
の
配

置
目
的
と
そ
の

役
割
・
使
命
お

よ
び
安
全
就
業

の
基
本
を
改
め

て
周
知
徹
底
し
、

そ
の
強
化
策
に

つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

再

発

防

止

に

緊
急
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２
件
目
の
事
故
発
生

バ
ッ
ク
運
転
で
バ
イ
ク
に
接
触



１１月の予定

10
日
（
木
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

25
日
（
金
）
午
前
10
時

理
事
会

30
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

写
真
協
力

編

集

後

記

編

集

（第１１５号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２８年１１月５日（８)

上
原

秀
雄

東
條

正
躬

田
中

穣

仲
村

睦
秀

県
健
康
長
寿
課
は
10
月
26
日
、
沖
縄
県

全
域
に
〝
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意
報
〟
を

発
令
し
た
。
例
年
よ
り
２
カ
月
早
い
と
い

う
。
特
に
高
齢
者
は
免
疫
力
の
低
下
で
肺

炎
を
伴
い
重
症
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

予
防
策
と
し
て
は
帰
宅
後
や
食
事
の
前

に
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
栄
養
を
摂
取
し
、
十
分
な
睡
眠
を

と
る
等
々
。
ま
た
、
市
役
所
か
ら
公
費
負

担
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
案
内
（
65
歳

以
上
）
が
届
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
接
種
す

る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。


